
※頒布される切手の一例です。※リーフは制作中のイメージです。

フランス・1978年発行

ポンヌフ

フランス・パリ

　パリは中央部をセーヌ川が東から西へ流れ、多くの橋

によって街が一体化されています。現在のパリ市域のセ

ーヌ川に架けられている35の橋の中で、最も古い橋がポ

ンヌフです。訳せば新橋です。この橋は1578年に定礎が

行われたものの、三十年戦争などの影響で工事が遅れ、ア

ンリ４世の時代の1604年にようやく完成しました。完成

時の設計者としてＧ.マルシャンの名前が残されています。

　シテ島の西端をはさんで、全長が約230ｍ、右岸側（北

側）に７連、左岸側に５連の石造アーチが連ねられ、ス

パンは最大で19.6ｍです。切石積みで、橋脚から高欄まで

一体的に仕上げられています。アーチの形は半円形に近

く、左岸側のアーチの基部には「牛の角」と呼ばれる隅切

りが見られます。橋脚の上には深いバルコニーが設けら

れています。欄干の張り出し部の下には怪人の顔の彫刻

が並べられていて、重厚な古い時代の様式を感じさせる

デザインになっています。

　シテ島の下流側にはアンリ４世の騎馬像が建てられ、ポ

ンヌフのシンボルになっています。

　この橋が「新しい」と認識されたのは、その規模もさる

ことながら、橋の上に家がなく、車道と分離されて広い

歩道が設けられたからでした。人々に新しい街づくりが

始まる予感を与えたためでしょう。

　それまでもシテ島へ渡る橋は４橋が架けられていまし

たが、橋の上に商店や住居が並ぶ、いわゆる家橋でした。

「新しい」橋の上では川面の空気の流れが感じられ、ルー

ブル宮などの広々とした眺望が確保されるなど、人々は

いわば街の気を実感できました。歩道上では露天商や大

道芸人などが衆目を集め、多くの人々が散策を楽しむ賑

わいの場となりました。

　ポンヌフは1851年から1855年にかけて大規模な補修工

事がなされ、橋面が低くされ、幅員は拡げられて22ｍと

現在の姿になりました。同時に怪人面の彫刻も作り直さ

れました。そして橋の上の出店は許されなくなり、通行

のためだけの橋になりました。

  

撮影：松村　博

　橋は、障害物を乗り越えるという当初の用途から始まり、
時代とともに、その土地の技術や文化を反映し、国の威信
や誇りを表現する側面すら持つようになりました。
　当頒布会は、各国が世界に誇る橋の中から32点の切手を
厳選し、解説付きリーフに収めてお届けいたします。解説
では、「橋の都」大阪市で数々の名橋の建設に関わり、橋に
関する著書も多い松村  博氏が、橋の魅力をご紹介します。
この機会に、ぜひともお申し込みください。

切手コレクション 頒布会

新会員募集



頒布内容
毎月１回２リーフをお届けいたします。
●目次・扉リーフ各１枚は最終回の頒布品と同送。

お申込み締切日
2016年１月20日（火）当日消印有効

お申込み番号　　99-5247

頒布期間
2016年２月～2017年５月／全16回

頒布価格とお支払い方法
3,240円（税込・荷造送料別途）
●毎回の頒布品をお受取り後の後払いとなります。

※頒布順とは異なります。

イラン・2006年発行

ハージュ橋

イラン・エスファハーン

　イランには「エスファハーンは世界の半分」という言葉
があります。エスファハーンは16世紀末にサファビー朝
の首都となり、その時代に造られたエマーム広場などの
共用空間や多彩な建築群を称えた言葉だと思われますが、
この町の美しさには町の中心部を流れるザーヤンデ川が
織り成す風景も寄与していると言えるでしょう。　そこには17世紀以前にも遡る古い歴史を持つ５本の橋
が今も残っていますが、中でもハージュ橋はエスファハ
ーンの橋の華と言ってもいいでしょう。人を対岸へ渡す
という機能の他に、水を供給する堰、水上の美しい建築、
そして川の上の憩の場としての役割も果たしています。完
成は1655年、アッバス２世の時代で、全長は133m、21
の流水路があります。橋脚の部分が非常に大きく、その
間に堰板がはめ込まれて上流側の水位が調整され、最大
で2.5mの水位差が生じるように設計されています。溝の
幅は大半が3.9mですが、部分的に狭くなっていて、流れ
の速度を変えることによって堰板に発生する共振を避け
るように工夫したと説明されています。こうして上流側

に貯留された水によって市域の地下水位を保ち、取水さ
れた水が市域を潤しています。ただし、季節によっては
涸れ川になることもあります。　流水路の上には板が張られて人が通行できるようにな
っていて、昼間は橋の見学に訪れた観光客が歩き、夕暮
れ時には大勢の地元の人が涼を求めてそぞろ歩きを楽し
み、下流側の石段に腰を下ろして思い思いに時を過ごし
ています。
　橋本体はレンガ造の尖頭アーチが連ねられ、その上に
もスパンの小さなアーチ列があって２段のアーチ構造の
ように見えます。上の段は人道橋として南北市街地を結
ぶ重要な役割を果たしています。両側の壁が通行者を強
い日差しや風雨から守っています。その外側には小さく
区画されたバルコニーが造られていて、そこから川の風
景を眺めることができるようになっています。また、橋
の中央には大きなアルコーブがあって、その部屋の壁や
天井には花や幾何学模様の細密な装飾があり、アーチ部
分の多色タイルがこの橋の美しさを際立たせています 

  撮影：松村　博
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　「橋の都」大阪市で数々の名橋の建設に関わ
り、橋に関する著書も多い松村博さんが、豊
富な知識と経験を基に、歴史的・構造的・技
術的側面など様々な観点から、橋の多彩な魅
力をご紹介します。

専用バインダー（専用ケース入り）
全１冊を特別価格で頒布予定。
●第３回頒布品と同送予定。
●詳細については事前にご案内いたします。

●著者プロフィール  　1944年生まれ。京都大学大学院修了（土木工学専攻）。
主な職歴：大阪市役所勤務、橋梁建設（神崎橋、川崎橋。此花大橋など）、都市計画
などを担当。著書：『橋梁景観の演出』『日本百名橋』『論考　江戸の橋』『京の橋もの
がたり』『大阪の橋』『大井川に橋がなかった理由』など。
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　長崎を訪れる
多くの人が目に

する中島川の眼
鏡橋は、長

崎・興福寺の住
持にもなった中

国人僧・如定（
にょじょう）

によって寛永1
1年（1634）に

初めて架けられ
たとされてい

ます。これが日
本の石造アーチ

橋のルーツにな
りました。

ただ、建設に
携わった技術

者の名前など
は伝えられて

い

ません。

　江戸幕府は寛
永10年（1633

）に鎖国を決め
、長崎に出島

を築いて西欧と
の通商をオラン

ダ一国に制限し
ました。一

方、明との通
商は活発で、

多くの中国人
が長崎に居住

し

ていたようで
す。当時の中

国では北方民
族の清が勢力

を

拡大し、遂に1
644年には明王

朝は滅亡しま
すが、亡命先

として長崎を
選ぶ人が多く

いました。中
国人の僧が主

導

して眼鏡橋が
架けられたの

は、このよう
な時代背景と

無

関係ではないで
しょう。

　眼鏡橋の規
模は、長さ約2

3m、全幅4.7m
、純径間がお

よそ8.2mの２
連アーチで、

ほぼ半円形の
アーチが適用

さ

れています。構
造を支えるアー

チ石には厚さが
60cm弱の

石が並べられ
ています。石

材は安山岩で
、石の接合に

漆

喰が使われて
いるため、メ

リハリのある
外観を作って

い

ます。２連ア
ーチが川面に

影を落とす姿
から眼鏡橋と

呼

ばれるように
なりました。

その後に中島
川に架けられ

た

橋は全て単一
のアーチから

成っており、
眼鏡橋だけが

異

質です。中島
川のような鉄

砲水が出易い
川で、あえて

橋

脚を建てて流
水抵抗の大き

い形式を選ん
だのは、日本

で

初めての試み
でもあり、単

一のアーチに
するには技術

的

な自信が持てな
かったためであ

ると推測されま
す。

　昭和57年（1
982）７月、長

崎地方を襲った
記録的な豪雨

によって濁流
が中島川の堤

防を越え、周
辺の民家を押

し

流しました。
石橋がダムの

ようになって
川の流れを堰

き

止めたため被
害が大きくな

ったとも言わ
れました。ま

た

石橋も６橋が
崩壊しました

。眼鏡橋と下
流の袋町橋は

高

欄などが破壊
されましたが

、本体のアー
チ部は何とか

持

ちこたえました
。洪水後、全面

撤去も検討され
ましたが、

石橋を残すべ
しという内外

の声に支えら
れて、眼鏡橋

や

袋町橋付近に
バイパス河道

を造ることに
よって橋を残

す

案が作られ、元
の姿に復元され

ました。

日本・2012年発行

長崎眼鏡橋

長崎県・長崎市

撮影：松村　博

リーフ
世界各国から過去に発行された橋切手を
未使用で収め、解説を記載。（全32枚）

※お申込み締切日前であっても、100名に達した時点で締め切らせていただき
ます。あらかじめご了承ください。

松村　博
取り消し線


